
活動名称 活動概要 助成額

1 フードバンクいるま 埼玉県入間市

新型コロナウイルス騒動の

中での子育て世帯への緊急

フードパントリー

困難な生活が続いている児童扶養手当の受給されている世帯の方の希望者

に無料で食料品を配布する。今後、入閒市で児童扶養手当をもらっている

方々の支援を「いるまフードパントリー茶いるど」という名称でひき続き

行っていく。

100,000

2 地域教育ネットワーク 埼玉県狭山市

地域の小中学校との連携を

した困窮家庭への食品の提

供事業

「休校になり、給食がないことで食費にかかる家庭の負担が多く、お米や

食材が欲しい」との要望が増加している。パントリー開催での登録家庭、

当法人の主催する事業の登録家庭、学校からの情報提供に基づく困窮家庭

に対して、事業を共催している公民館を拠点として、お米や食材の提供を

行う。

100,000

3 吉川青年会議所 埼玉県吉川市 「よつばパントリー」事業

令和元年8月から令和2年2月までは、ひとり親家庭や、高齢者の方を対象に

食事の提供をしていたが、現在は新型コロナウイルス感染を避けるために

フードパントリーに変更して食材を提供するもの。

50,000

4
地域こども包括支援セ

ンター
埼玉県越谷市

生活困窮家庭への食材支援

及び周辺のこども食堂への

食材支援事業

みんなの居場所「わ～くわっく北本」を拠点とし、「きたもとこども食

堂」開催を自粛している中、ひとり親家庭や生活困窮者、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で収入が減ったなど、何らかの事業で生活に困ってい

る子育て世帯に、食料を無料で配布する。

100,000

5
ワーカーズコレクティ

ブてとて
埼玉県北本市

「きたもとこども食堂」

フードパントリー事業

みんなの居場所「わ～くわっく北本」を拠点とし、「きたもとこども食

堂」開催を自粛している中、ひとり親家庭や生活困窮者、新型コロナウイ

ルス感染拡大の影響で収入が減ったなど、何らかの事業で生活に困ってい

る子育て世帯に、食料を無料で配布する。

100,000

6 みんなの食堂Flat 埼玉県川口市
子どもたちを含む多世代向

けのフードパントリー活動

もともと子ども食堂兼居場所作り活動を行っていたが、3月より食堂を中止

し、フードパントリー事業を継続して3回実施した。情勢が落ち着くまでは

この火を絶やすことなく、活動を活性化し地域の方々を支援する。

100,000

7 幸町陽気こども食堂 埼玉県川口市

幸町陽気こども食堂に通う

子供たちを始め、近隣住

民、ひとり親家庭、生活困

窮者へお弁当及び食料品配

布事業

幸町陽気こども食堂は同じ場所で川口子育て応援フードパントリー幸栄と

して食材配布事業も運営している為、その特徴を生かして、こども食堂と

フードパントリーの融合でお弁当だけでなく、食材配布を行った。休校措

置が終了しても今暫くは、こども食堂として密を避けるために、当面、今

の活動（お弁当、食材配布）で実施していく。

67,000

8 勉強カフェわこう 埼玉県和光市
和光市内の子どものいる困

窮家庭のための配食事業

和光市近郊に住むシングル家庭や親の収入が減少、もしくは仕事を失うな

どして、生活が困窮している18歳以下の子どもがいる家庭を対象に、白子

コミュニティセンターで食材（米、みそ、野菜、缶詰など）を配布もしく

は配達する。

100,000

9 スマイルわかば 埼玉県川越市

スマイルふれあい食堂に

通って来る家庭のパント

リー事業と配食事業

主にスマイルふれあい食堂に通って来る家庭を対象に、新型コロナウイル

スの影響で集まれない状況となったため、食品のパントリーとお弁当の配

食を行う。

70,000
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10 wakka 埼玉県川口市

こども食堂に参加するひと

り親家庭のこどものための

食事提供事業

主催する「わっか食堂（こども食堂）」に参加するひとり親家庭のこども

を対象にスタンプカード（顔写真入り、ニックネーム記載）を発行し、そ

れを対象飲食店に提示することで、予め決めておくメニューを無料で食事

提供する。飲食店には材料費相当額を補填し、労力及び場所の提供を受け

るもの。

100,000

11 チアーズ 埼玉県さいたま市

「さいたま子ども食堂」に

参加家庭の中でシングル

ファミリーに特化したプチ

パントリー開催及びお弁当

配布

「さいたま子ども食堂」には毎回70名ほどの参加者がおり、その中の約3分

の1がシングルファミリーとなっている。その方々や多子世帯（3人以上の

子ども）を重点対象とし、プチパントリー（食材の支援）の開催やお弁当

の配布を行う。

100,000

12
白岡こども食堂はら

いっぱい
埼玉県白岡市

はらいっぱいを利用するひ

とり親家庭やその他の家族

への配食事業

現在は子どものみを対象にするのではなく、様々な理由で夕食の準備が困

難な家庭へ食事を提供している。白岡市コミュニティセンターの調理室お

よび会議室を使用して、毎回40～50食を準備し、食後の遊びのスペースや

親同士のコミュニケーションの場としても配慮しつつ開催する。

30,000

13 このゆびとーまれ♪ 埼玉県三郷市

ひとり親家庭の子ども達へ

の配食・プチフードパント

リー事業

ひとり親家庭、児童扶養手当受給家庭や保護者が「障がい者手帳」をお持

ちの家庭を優先とした50食のお弁当配食や子ども達が楽しく短時間で調理

できるランチキット4人分×20家庭に土曜か日曜、月2～3回の埼玉県子ども

食堂ネットワークや地域の農家さん企業などから寄付いただいた食品のプ

チパントリーを三郷市三郷駅前の子ども食堂を拠点として実施する。

76,000

14 Heart.Clean.S.C 埼玉県さいたま市

こども食堂に通ってくるひ

とり親世帯や非課税世帯、

障害者、貧困家庭の子供た

ちのための配食活動

ひとり親世帯や非課税世帯や障害者手帳をお持ちの方々や里親情報からの

貧困家庭、ファミリーサポートを通じた地元の活動情報での貧困家庭を対

象に自宅の駐車場でお弁当配布する。

100,000

15 森のECHICA 埼玉県秩父市
地域の子ども達やその家族

に対するお弁当配食事業

毎月3回、秩父市吉田地域の子ども達やその家族を中心に安心して過ごせる

居場所作りと食事支援と自学学習支援を実施していたが、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、三密をさけた活動内容に変更して取り組む。居場

所を提供して店内で行っていた食事の提供を、食材の配食とお弁当提供の

食事支援に変更して活動する。5月29日は吉田地域の小中学生全員にレトル

ト食材と缶詰の配食事業を実施し、6月5日、12日、26日はお弁当の提供を

実施する。

100,000

16
川越こども応援パント

リー
埼玉県川越市

ひとり親家庭を対象とした

フードパントリー事業

主として児童扶養手当受給家庭を対象に、市内二カ所の寺院（最明寺・本

応寺）でフードパントリーを実施する。
100,000

17 ウーマンプラス 埼玉県川口市

夕暮れ食堂に参加する孤食

家庭及び近隣の共働きや食

事準備が困難な家庭の子ど

もたちのための配食事業

新型コロナウイルスの影響により通常活動として地域の方々が集まって食

を共にする「夕暮れ食堂」の実施が難しくな、このような状況が長期わた

ると考え、感染拡大を防止しながら、既存のネットワークや活動を活用

し、生活困難家庭、孤食、家庭内暴力等の表面的には見えづらい各家庭の

困りごとのサポートを緊急的に実施する。

100,000

18 子供食堂チ、アモ 埼玉県東松山市

臨時休校中の子供食堂チ、

アモを利用して来た地域の

子供達へお弁当、食材を届

ける活動

過去チ、アモを利用して来た子供達、派遣で働く両親、母子家庭、一人っ

子、兄弟が多い家庭を対象にお弁当、食材を届ける活動を週2回から3回実

施した。

50,000

19
こどもの居場所づくり

in かわぐち
埼玉県川口市

こども達の命を何としても

繋ぎたい！緊急優先食材配

布事業

当こども食堂を利用されるご家庭の中で、非常に生活的に困窮している特

定支援対象世帯（一人親世帯、大家族世帯、求職中世帯）に対して、コロ

ナウイルス不況下でも最低限、命を繋いでいくことができるよう、食材を

提供する活動で、直近の各家庭へのアンケート調査で求める声が多かった

精米や調味料を優先に、1世帯が1か月～1か月半程度生活できるため配布す

る。

100,000
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20
子育ち子育て応援団ポ

ラリス
埼玉県東松山市 エアコン設置工事

地域で安心して子育てができるように平成6年より週1回「ポラリスの家」

を開放し、主に就学前の乳幼児を育てている親と子ども達を対象にサロン

を開催している。昨年の台風19号により床上浸水の被災状態となり、台所

器材・家電製品・暖房器具等をすべて消失したため、早急にエアコン・暖

房器具・冷蔵庫を設置したい。また、建物南面出入り口にターフを設置

し、夏季の熱中症予防対策の一助としたい。

377,000

21
宮代町家庭教育支援

チーム
埼玉県南埼玉郡

イエナプランを取り入れた

無料学習サポート

新型コロナの影響で経済環境が厳しくなり通っていた塾や習い事をやめざ

るをえない状況や自粛生活によるストレスや不安から生活のリズムが乱

れ、不登校気味になる状況が発生している。このような子供達が安心して

学べる居場所を作るため、イエナプラン（一人一人の個性を尊重し合い自

律と共生を学ぶ教育手法）を取り入れた無料学習サポートを提供する。

45,000

22
みどりフードパント

リー上尾
埼玉県上尾市 フードパントリー

ひとり親家庭、ひとり親家庭受給者、生活困窮者に対して食品を無料で配

布する。少しで多く、バランスの良い食品を届けるために、保存を行える

冷凍庫を購入するほか、お米の配布を行う。この活動により、子どもの家

庭環境や生活支援につながる。

205,000

23 若者支援ひろば三愛 埼玉県熊谷市
若者への学習支援、居場所

提供事業

家庭の経済的、環境的事情により食事が満足に得られない若者に対する食

事提供事業を実施しているが、感染拡大を防ぐため、個別の弁当、飲料等

を購入する費用負担が大きくなっている。また、学習支援事業のおいて

は、中学高校生に学習の遅れがあり、オンライン授業コンテンツ視聴の必

要があり、動画視聴用通信、端末の用意が必要となっている。

253,000

24 ちゃめっこ食堂 埼玉県鴻巣市
子ども食堂ちゃめっこパン

トリー

ひとり親世帯、多子世帯、コロナの影響を受けた生活困窮者などへ、食品

や生活用品などの無償配布を行う。休止している食事の提供のかわりに業

者へ依頼したお弁当を一緒に配布する。

60,000

25 チームひだまり 埼玉県川越市
ひとり親家庭等への食品等

配付事業

児童扶養手当、特別児童扶養手当、生活保護等の証書を持っている子育て

家庭に対し、「子ども食堂」や「フードパントリー」を通して、お弁当

（計400食）、食品、生活用品等を支給する。これまで子ども食堂は月1

回、フードパントリーは年間7回実施予定で予算化したが、新型コロナウイ

ルスの感染拡大により、実施回数が大幅に増えている上に、冷凍保管の容

量を高めないと満足な支援ができないため、要望するもの。

108,000

26 みんなの食堂Flat 埼玉県川口市
地域を支えるフードパント

リー

新型コロナウイルス感染拡大の影響などを受けて、生活が困窮している

方・失業者・住まいのない方・海外にルーツを持つ方・多子家族・子育て

中のご家族・独居高齢者などを含む「どなたでも」来ることのできるフー

ドパントリー事業を無料で行う。

450,000

27

ところざわフードパン

トリーくらし応援「と

こぱん」

埼玉県所沢市 フードパントリー事業
ひとり親家庭や困窮している子育て家庭に無料で食料品を配布する。輸送

車や交通費等、運営資金が不足している。
99,000

28
ささえあいの会みさと

クローバー
埼玉県三郷市

食事会（子どもカフェ・高

齢者会食会）

子ども、高齢者ともに、食事会を通して、孤食をなくし、バランスの良い

食事を提供し、会食会場が豊かな居場所となるよう、交流を図る。
60,000

29 BANGBOO 埼玉県鴻巣市 子ども食堂事業

毎月末の金曜日にこども食堂を開催している。コロナウイルスの影響によ

り、衛生面に関して、アルコール消毒やマスクの着用は徹底により細心の

注意を払っているが、それだけでは限界があると考えられるため、空気清

浄機や加湿器を購入し、消毒しきれない空気中のウイルスに対して対策を

取れるようにする。

405,000
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30
北本市社会福祉協議会

公団地域支部
埼玉県北本市

ＳＡＫＡＥプチ　パント

リー・お楽しみ映画会・お

弁当配布・お楽しみサロン

活動している地域は、市内でも少子高齢化Ｎｏ．１だが、地域全体として

「みんな暮らしやすい街」を維持・拡大するため、子育て世帯を中心にプ

チパントリーを開催する。また、無料や安価でお弁当の配布、3密にならず

安全・安心で予定を合わせみんなで楽しむお楽しみ映画会やお楽しみサロ

ンを開催したいが、自己財源が少なく助成を要望するもの。コロナ禍だか

らこそ、新しい取り組み、行事をすることで新しいつながりが生まれ、地

域全体を盛り上げることにも効果があると考えている。

318,000

31 wakka 埼玉県川口市 こども相談所事業

こどもたちの抱える課題を解決するため、相談支援活動を継続的に行って

いるが、必要な支援を行う拠点となる場所を確保することで、現在の相談

支援活用をより積極的、具体的に実施でき、さらに広げていけると考えて

おり、その活動拠点の運営費用を要望する。

500,000


